








研究目的 

 早期陣痛発来防止に関する研究動向は,現在,各種 tocolysis とくにβ2-stimulant を中

心とした陣痛抑制剤の導入と,その母児への安全性が要求されている。 

 β2-stimulantの開発の歴史とtocolysisとしての導入は,新しいβ2-stimulantの出現と

ともに変遷し,各々のカテコールアミン誘導体の導入をもたらした。第Ⅲ世代のβ

2-stimulant の特徴を従来のβ2-stimulant と比較し検討する意義は,子宮収縮抑制機構の

解明と selective β2-作用,さらには side-effecfs の軽減化からも重要である。一

方,prostaglandin 合成阻害(PGSI)の tocolysis としての胎児循環代謝系への影響は,胎児

動脈管早期閉鎖や肺動脈の構造的変化による PFC 発生との関係で注目され,PGSI 投与の安

全性が要求される。したがって,PGSI 系薬物の妊娠中への投与が胎仔循環代謝系にいかな

る影響を及ぼすかを動物実験により検討した。 


